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低体温療法は,全脳虚血 ･脳挫傷に有用と思われるが,

感染症等の問題もあり,さらに検討 したい.

27)完全 自殺マニュアルと薬物中毒
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新潟市民病院救急救命セソタ-には,日夜を問わず重

症な患者が入院 して くるが,その中でも薬物中毒の患者

は少なくなく,さらに最近 『完全自殺マニュアル』を読

んで,その通 り大慶の薬物を服潤 してきた例を数例経験

した.どれも文車中での記述通 りの致死量を服用 してい

るのが特徴であるが,症例全てを市民病院救急救命セン

ターは救命 した.このことから 『完全自殺マニュアル』

は明らかに,完全ではないことが指摘できるが,症創の

平均年齢が若いことからもいって,この本が若年層に与

える影響は少なからずあり,今後も 『完全自殺マニュア

ル』を参考にした中毒症例の増加が危幌 され 注意が必

要と思われる.
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1)8) Cephalictetanusの治療経験

渡辺 逸平 場 藤 一範 (若鮎 学集中)

吾川 意次 ( 同 救急部)

鰍 肺炎を合併した破傷風第2期の治療を経験 した.

結果的には破傷風第3期 (全身痩轡期)へは移行せず,

順調な治癒経過をとった.左眼酸外側の受像が原因と思
われ 左顔面神経麻痔と,右動眼神経麻痔 (外眼筋麻痔)
を呈 し,脳神経症状を合併する cephalictetanusと診

断された,痩轡は認められなかったため,筋弛緩薬を使

用 しないで管理 していたところ,表情筋の症状が被覆さ

れずに発見できたものと思われる.

く報 告 ) プ ロ ポ フ ォ- ル臨床使周見聞森

山食 管宏 (新潟大学麻酔科)

今回,ベルギ-のブリュッセル大学病院にて,プロポ

フォ-ルを使用 した完全静脈麻酔 (TⅠVA)の臨床研修

に出席 し,そこで,TIVA の利点,施行に伴 う問題点,

臨床使用での安全性,薬物動態学,薬物力学,実際の投

与方法,薬物相互作用,局所麻酔車や集中治療室での鍛

静薬としてのプロポフォ-ルの使用方法,プロポフォ…

ル使用に関わる合併症 (血行動態変化,感染)などにつ

いて研修 した.プロポフォ-ルの優れた薬物特性,臨床

使周での安全性について理解を深めることができた.


